
6.1　外部との連携

6.1.1　標準化機関への参加 
放送関係を中心とした国内外の標準化活動に積極的に参加し、

技研の研究成果を寄与することで技術基準の策定に貢献した。
放送業務の標準化を所掌するITU-R SG6では、携帯向け地上

マルチメディア放送伝送方式の勧告化に向けた寄与を行ったほ
か、UHDTVの映像信号方式に関し、フレーム周波数や輝度・色差
信号伝送などの寄与を行った。また、9月には、スーパーハイビジョ
ンの標準化の必要性についての理解を促進するため、85インチ
液晶ディスプレイとスピーカーアレーおよびトールボーイ型スピー
カーを用いたデモンストレーションをスイス・ジュネーブのITU本部
で行った。ケーブルテレビでのテレビ・音声伝送の標準化を所掌す
るITU-T SG9では、ケーブルテレビ用放送通信連携対応受信機
のアプリケーション動作に関する要求条件の勧告化対応を行っ
た。

MPEGでは、昨年開始された次世代映像符号化の規格化作
業HEVC（High Efficiency Video Coding）において、正規直交
性に優れた新DCT変換基底の提案など、引き続き寄与を行った。
また、新しいトランスポート方式を検討するMMT（MPEG Media 
Transport）では、放送と通信のハイブリッド配信を実現する多重
化方式について、パケット構造やストリームのレイヤー構成などを
提案した。このほか、MPEG-7ではコンテンツ解析による自動生成
メタデータのプロファイル（Audio Visual Description Profile）に

関する寄与を行った。
SMPTEでは、昨年規格化されたUHDTVインターフェース規格

ST2036-3-2010に波長多重部を追加する作業を開始した。ま
た、メディア交換ファイル（MXF）においてマルチチャンネル音響を
扱うメタデータ構造の審議に対応し、新規格として承認された。

2011年は、放送通信連携コンテンツの記述に用いられる
HTML5を規定するW3Cに加入した。今後、国内の標準化団体と
連携して、放送通信連携システム用プラウザーの国際標準化を進
めていく。

インド・ニューデリーで開催されたアジア・太平洋放送連合
（ABU）の技術委員会・年次大会では、NHKから7件の寄書の提
出と講演を行ったほか、9件の制作・伝送・周波数などのトピック
グループ議長報告やプロジェクトマネージャーによるレポート提出
などを行った。また、引き続いてABU地域での緊急警報放送の導
入に向けた取り組みを継続したほか、3月にクアラルンプールで開
催されたデジタル放送シンポジウムで講演を行った。

このほか、欧州放送連合（EBU）、国際電気標準会議（IEC）、
オーディオ技術協会（AES）などの国際標準化機関、電子情報産
業協会（JEITA）、情報通信技術委員会（TTC）などの国内標準
化機関にも参加して、標準化を推進した。

研究成果を公開・還元していくため、技研公開をは
じめとする各種広報・展示活動、外部との連携、番組
協力を積極的に進めた。

2011年5月の技研公開は、3月11日に発生した東日本
大震災の影響で、終了時刻を16時にするなど節電に努
めて実施した。7月24日のアナログ放送終了を前に、デ
ジタル放送の魅力、それに続くHybridcast、スーパー
ハイビジョン（SHV）など36項目を展示するとともに、
人にやさしい放送技術をテーマに海外の講演者を交え
て講演会を実施して、18,873人の来場者を迎えた。

また、研究成果の展示を国内外で計37件実施した。
このうち、IBC2011（オランダ・アムステルダム）では、
2012年度に予定しているロンドン五輪のSHVパブリッ
クビューイングに向けて、ネットワークを用いたライブ
伝送によるSHV上映を行い好評を得た。

11月には、世界で初めて1984年に開始した直接衛星
放送と、この実現に向けた18年にわたる研究開発の功
績によりNHKがIEEEよりマイルストーンに認定された。
これを記念して、技研において認定式典を開催した。

また、99件の見学を受け入れ、計2007名の見学者

を迎えた。この中には41件、286名の海外からの来訪
者が含まれている。

技研の研究成果は積極的に公開しており、国内外の
会議、学会誌などに、計684件発表した。また、研究
成果の権利化も進めた。2011年度は、NHK全体で425
件の特許出願を行い、366件の権利を取得した。NHK
の特許権等保有件数は2011年度末で1795件である。

技研は、ITU、ABU、情報通信審議会、電波産業
会などの標準化機関にも積極的に参加している。また、
地上デジタル放送方式ISDB-Tの国際展開にも積極的
に協力し、講師の派遣や研究者の受け入れを行った。

外部との連携では、共同研究33件、受託研究8件、
滞在研究員27名（実習生22名を含む）、研究員海外派
遣2名を実施した。

ミリ波モバイルカメラ、マクロダイバーシティ受信シス
テム、昆虫マイクなどの研究成果は、NHKの番組制作
にも活用された。2011年度の番組協力の総件数は、61
件である。なお、技研の研究成果の評価結果として、
2011年度は、放送文化基金賞、電波功績賞、ドコモ・
モバイル・サイエンス賞など29件の賞を受けた。
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6.1.2　地上デジタル放送方式 ISDB-T の国際展開
2006年6月にブラジルが日本のISDB-Tを基礎とする地上

デジタル放送方式を採用したことを契機に、官民が協力して
ISDB-Tの国際普及活動を積極的に推進してきた。その成果とし
て、2010年度末までに、ISDB-Tは海外11か国で採用され、ブ
ラジル、ペルー、アルゼンチンの3か国で放送が行われている。
中南米の多くの国でISDB-Tが採用されたことにより、国際普及
活動は、主に東南アジアおよび南部アフリカにシフトした。

2011年度は、地震・津波、火山噴火など大規模な天災の影
響で、世界的に防災意識が高まる中、ISDB-Tの緊急警報放送
とワンセグをアピールする取り組みを行った。そして、10月にモ
ルディブの国営放送がISDB-Tの採用を発表した。

NHKは、引き続きISDB-Tの国際普及活動に協力し（表1）、
ISDB-Tを活用した緊急警報放送について講演やデモンストレー
ションを実施した。

■主な標準化機関での活動における役職者	
■ ITU（国際電気通信連合）	
委員会名 役職
ITU-R（国際電気通信連合無線通信部門）	

SG6（放送業務）	 副議長
WP6B（放送サービスの構成とアクセス）	 議長

■ ABU（アジア・太平洋放送連合）
委員会名 役職
技術委員会	

伝送トピック	 議長

■ EBU（欧州放送連合）
委員会名 役職
MIM (Media Information Management)

SCAIE (Study on Content Analysis-based 	
議長

Automatic Information Extraction in media production)

■ AES（オーディオ技術協会）
委員会名 役職
理事会	 副会長

地域委員会	 副議長
技術委員会		

伝送・放送	 副議長
録音・マスタリングシステム	 議長

■ 情報通信審議会
委員会名 役職
情報通信技術分科会

ITU 部会
周波数管理・作業計画委員会	 専門委員
電波伝搬委員会	 専門委員
衛星・科学業務委員会	 専門委員
放送業務委員会	 専門委員

移動通信システム委員会	 専門委員
情報通信政策部会	

デジタルコンテンツの流通の促進等に関する検討委員会	 専門委員
研究開発戦略委員会	 専門委員
情報通信分野における標準化政策に関する検討委員会	 専門委員

■ TTC  （情報通信技術委員会）	
委員会名 役職
IPTV 専門委員会	 委員長

	

■ ARIB（電波産業会）
委員会名 役職
技術委員会

放送国際標準化ワーキンググループ	 座長
品質評価法調査研究会	 委員長

モニタリング評価法作業班主任	 主任
平面ディスプレイ画質評価法作業班	 主任
音声品質評価法作業班	 主任

放送新技術調査研究会	
将来型 3DTV 検討作業班	 主任
次世代デジタル放送伝送技術検討作業班	 主任

デジタル放送システム開発部会	 委員長
識別子指定アドホック	 リーダー
SBTVD-T 規格化対応タスクフォース	 リーダー
多重化作業班	 主任

ダウンロード方式 TG	 リーダー
映像符号化方式作業班	 主任
データ符号化方式作業班	 主任

高度データ映像（H.264） TG	 リーダー
放送サービス応用メタデータ作業班	 主任
デジタル受信機作業班	 主任

緊急情報伝送 TG	 リーダー
　　AC セキュリティ AHG	 リーダー

衛星デジタル放送作業班	 主任
地上デジタル放送伝送路符号化作業班	 主任
3DTV 放送方式検討作業班	 主任

素材伝送開発部会	
　　地上無線素材伝送作業班	 主任

　ミリ波素材伝送 TG　　　　　　　　　　　　　　  リーダー
超高精細度 TV スタジオ設備開発部会	 委員長

音響システム検討作業班	 主任
機器間インタフェース検討作業班	 主任

普及戦略委員会
デジタル放送国際普及部会	

デジタル放送普及活動作業班 （DiBEG）	
7・8MHz 諸国対応タスクフォース	 リーダー

■ IPTV フォーラム	
委員会名 役職
技術委員会	

HTML5 WG	 主査
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6.1.3　海外の研究機関などとの連携
欧州の公共放送研究機関であるBBC（英国）、RAI（イタリア）、

IRT（ドイツ）の研究所との間で2007年に締結した相互研究連
携協定に基づき、BBCと1件の共同研究を実施した。

BBC、オリンピック放送機構と連携して、2012年ロンドン五
輪のSHVパブリックビューイングプロジェクトを進めた。また、

米国内のSHV上映に関して、NBCU（米国）と連携した。
日中韓の最新の放送技術・研究の相互情報交換を目的とし

た日中韓放送技術・研究会議（略称DGBTR）を、ABSおよび
CCTV（中国）、KBS（韓国）と合同で11月に東京で開催した。

6.1.4　共同研究、連携大学院
2011年度には、システム開発から材料、基礎分野に至るまで

総数33件の共同研究を実施した。
また、1つの新規締結を含む7つの大学（千葉大学、電気通

信大学、東京工業大学、東京理科大学、東邦大学、東北大学、
早稲田大学）と連携大学院などの協定を結び、非常勤講師の派
遣、実習生の受け入れなどを行った。

6.1.5　滞在研究員、実習生の受け入れ、研究者の海外派遣
海外からの滞在研究員を、ETRI（韓国）とTV Globo（ブラジ

ル）からそれぞれ1名ずつ受け入れた。また、ABU加盟機関から
の若手研究者の受け入れプログラムに基づき、韓国から1名の研
究者を受け入れた。また、国内の放送事業者および研究機関か
らそれぞれ1名の研究者を受け入れた。

ポストドクターに2件、海外の大学に1件、合計3件の研究委
嘱を実施した（表1）。

大学などからの要請により、卒業論文や修士論文作成のため
の実習生を10校（専修大学、電気通信大学、東海大学、東京
電機大学、東京理科大学、東邦大学、豊橋技術科学大学、長
岡技術科学大学、早稲田大学、韓国高麗大）から22名受け入れ、
指導を行った。

海外における研究のため、米国に2名を派遣した（表2）。

　表1　研究委嘱内容
委嘱先 期間 研究テーマ

ポストドクター 2009/10/1〜 2011/9/30 スピン注入型光変調素子における光変調度向上技術の研究
ポストドクター 2009/11/6 〜 2011/11/5 マーカーレス・カメラトラッキングの研究

カナダMcGill大学 2009/3/1〜 2012/2/28 3次元音響デザインツールに関する残響付加技術と、その制御方法についての研究

　表2　研究者の海外派遣
派遣先 期間 研究テーマ

米国 Cisco Systems社 2011/10/6 〜 2012/4/5 次世代映像配信システムおよびアーキテクチャーの技術調査
米国 Rochester工科大学 2011/11/25 〜 2012/6/4 スーパーハイビジョンシステムの表色系に関する研究

　表1　2011年度のDiBEG活動などへの主な協力内容
時　期 内　容 時　期 内　容

2011年4月〜 9月
フィリピン共和国の国家電気通信委員会(NTC)に対し、
同委員会が開催する技術作業班(TWG)活動に協力すると
ともに、同国の周波数プラン作成に向けた活動へ技術支
援を実施した。

2011年9月
コスタリカ共和国で開催されたISDB-T国際フォーラムにおいて、
ISDB-Tと緊急警報放送のデモンストレーションを行った。

2011年6月
アジア・太平洋放送連合(ABU)が主催し、インドネシアで
開催された緊急警報放送を啓もうするワークショップにお
いて、ISDB-Tを活用した緊急警報放送と緊急地震速報を
紹介した。

2011年10月
アジア太平洋電気通信共同体(APT)と日本の総務省が東京で開
催した防災ワークショップにおいて、NHKの災害関連報道への取
り組みとISDB-Tを活用した緊急警報放送を紹介した。

2011年8月

アンゴラ共和国の情報通信省が実施するISDB-Tの野外
試験に対し技術指導を実施した。ボツワナ共和国の実施
するISDB-TとDVB-T2の放送方式比較試験に関し、日本
の総務省と現地の大統領府などとの打ち合わせに参加し、
試験項目などの調整に協力した。

2011年12月

ABUが主催し、ミャンマーで開催された放送技術に関するワーク
ショップにおいて、開発中の次世代地上放送技術と合わせ、携
帯端末向けモバイルマルチメディア放送、ISDB-TおよびISDB-T
を活用した緊急警報放送を紹介した。
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6.1.6　委託研究の受託
国や公的機関からの委託研究を受託した。NICT*、NEDO**、

文部科学省、JST***、総務省から、
●	革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーション

技術の研究開発
▶ 課題ア 革新的三次元映像表示のためのデバイス技術
▶ 課題イ 三次元映像通信・放送のための中核的要素技術
▶ 課題エ 感性情報認知・伝達技術

●	次世代高効率ネットワークデバイス技術開発
●	デジタル・ミュージアムの展開に向けた実証実験システムの
	 研究開発（複合現実型デジタル・ミュージアム）
●	高齢者の経験・知識・技能を社会の推進力とするためのICT

基盤「高齢者クラウド」の研究開発（2011年、2012年の2
件）

● 情報通信ネットワークの耐災害性強化のための研究開発
▶	災害情報を迅速に伝達するための放送・通信連携基盤
	 技術の研究開発
▶	災害情報を高圧縮・低遅延で伝送する技術の研究開発
の計9件実施した。

　* NICT：独立行政法人 情報通信研究機構
　** NEDO：独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
　*** JST：独立行政法人 科学技術振興機構

6.1.7　各種委員会
放送技術研究委員会を2回開催し、外部の学識経験者からな

る委員の方々からご意見をいただいた。研究アドバイザー会議
を延べ27回開催し、研究アドバイザー、客員研究員の方々から
ご意見をいただいた。

■ 放送技術研究委員会委員	 （敬称略） 2012年3月
◎:委員長 ○:副委員長

■ 研究アドバイザー	 （敬称略） 2012年3月
氏名 所属
池原　雅章 慶應義塾大学 理工学部 電子工学科 教授
伊藤　公一 千葉大学大学院 工学研究科 教授
伊東　晋 東京理科大学 理工学部 電気電子情報工学科 教授
伊福部　達 東京大学 高齢社会総合研究機構 特任研究員(名誉教授)
今井　秀樹 中央大学 理工学部 電気電子情報通信工学科 教授
内田　龍男 仙台高等専門学校 校長
大賀　壽郎 芝浦工業大学 名誉教授
大槻　知明 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科 教授
甲藤　二郎 早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 情報理工学科 教授
亀山　渉 早稲田大学大学院 国際情報通信研究科 研究科長
塩入　諭 東北大学 電気通信研究所 教授
篠田　裕之 東京大学大学院 情報理工学系研究科 准教授
鈴木　陽一 東北大学 電気通信研究所 教授
関根　聡 米NewYork大学 コンピューターサイエンス学科 研究准教授
染谷　隆夫 東京大学大学院 工学系研究科 教授
髙畑　文雄 早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 情報理工学科 教授
谷口　高士 大阪学院大学 情報学部 教授
徳丸　克己 筑波大学 名誉教授
中村　慶久 岩手県立大学 学長
羽鳥　光俊 東京大学 名誉教授
原島　博 東京大学 名誉教授
板東　武彦 新潟大学 名誉教授
横尾　邦義 東北大学 電気通信研究所 名誉教授
吉川　明彦 千葉大学大学院 工学研究科 教授
Philip Nelson 英Southampton大学 教授

■ 客員研究員	 （敬称略） 2012年3月

氏名 所属
○ 相澤　清晴 東京大学大学院 情報学環 教授
◎ 安藤　真 東京工業大学大学院 理工学研究科 電気電子工学専攻 教授

一村　信吾 独立行政法人 産業技術総合研究所 理事
工藤　俊一郎 社団法人 日本民間放送連盟 常務理事
熊谷　博 独立行政法人 情報通信研究機構 理事
小池　康博 慶應義塾大学 理工学部 物理情報工学科 教授
小林　哲則 早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 情報理工学科 教授
篠原　弘道 日本電信電話株式会社 取締役 研究企画部門長 
高原　淳 九州大学 先導物質化学研究所 副所長
田中　宏 総務省 情報流通行政局 放送技術課 課長 
豊中　俊榮 株式会社TBSテレビ 取締役 技師長
中島　康之 株式会社KDDI研究所 代表取締役 所長
美濃　導彦 京都大学 情報環境機構 機構長
村岡　裕明 東北大学 電気通信研究所 教授
村田　正幸 大阪大学大学院 情報科学研究科 教授

氏名 所属
小澤　賢司 山梨大学大学院 医学工学総合研究部 教授
川田　善正 静岡大学 工学部 機械工学科 教授
對馬　淑亮 独Regensburg大学 ポストドクター研究員
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6.2　研究成果の公開

6.2.1　技研公開 
2011年の技研公開は、「あなたに伝えたい、デジタル放送の未

来」をテーマに、最新の研究展示36項目と、体験展示4項目、ポス
ター展示12項目を展示した。また、土日には家族での来場者を対象
に、技研の研究員による最新の放送技術の紹介講座「なっとくテレ
ビ塾」や、スタンプラリーなどを開催した。節電のため、例年よりも開
催時間を２時間短縮したが、期間中18,873人が来場した。

公開実施日程
・ 5月24日（火）	 オープニングセレモニー
・ 5月25日（水）	 招待内覧会
・ 5月26日（木）〜29日（日）	 一般公開

■ 講演	
タイトル	 講師
米国におけるメディア・アクセシビリティー　〜技術革新の現在と未来〜	 ラリー ゴールドバーグ氏	 WGBH（米国ボストンの公共放送局） メディアアクセス部門長
人にやさしい放送の充実に向けた研究開発　〜情報バリアフリー社会をめざして〜	 伊藤　崇之	 放送技術研究所 研究主幹

■ 研究発表	
タイトル	 発表者
Hybridcast®の開発　〜放送通信連携サービス高度化に向けた技術要件〜	 松村　欣司	 次世代プラットフォーム研究部
3次元モデルからインテグラル立体像への変換手法	 片山　美和	 テレビ方式研究部
画像解析による映像検索技術	 望月　貴裕	 人間・情報科学研究部
ミリ波モバイルカメラ	 中川　孝之	 放送ネットワーク研究部
家庭におけるマルチチャンネル音響再生技術	 澤谷　郁子	 テレビ方式研究部
電荷蓄積型シリコンマイク	 萩原　啓	 撮像・記録デバイス研究部
有機TFT駆動フレキシブルディスプレイ	 武井　達哉	 表示・機能素子研究部

■ 展示項目

■ 体験型展示
	 うつってあそぼ！	 超スローモーションの世界を体験	 しゃべってあそぼ！	 EN-Vision

	 エントランス展示	 研究発表	 なっとくテレビ塾	 スタンプラリー

1 進化し続けるデジタル放送 13 視覚障害者向けデジタル放送受信機 25 NHK技術の活用と実用化開発の紹介
2 Hybridcast® 14 やさしい日本語によるニュースサービス 26 超解像技術を利用した画像復元型符号化
3 放送とソーシャルネットワークの融合teleda 15 P2P型ライブ映像配信技術 27 番組映像検索システム
4 次世代TV スーパーハイビジョン 16 次世代CAS技術 28 現場で活躍するエコな番組制作設備
5 家庭で楽しむスーパーハイビジョン 17 コネクティッドスタジオ 29 リアルアピアランスモニター
6 スーパーハイビジョン単板撮像装置 18 22.2マルチチャンネル音響再生技術 30 気象通報自動読み上げシステム

7 次世代衛星放送に向けた大容量伝送技術 19
スーパーハイビジョン用広ダイナミックレンジ
プロジェクター

31 放送博物館コーナー

8 次世代地上放送に向けた大容量伝送技術 20 新型スーパーハイビジョンプロジェクター 32 電荷蓄積型シリコンマイク
9 スーパーハイビジョンシアター 21 撮影情報を利用した映像制作 33 冷陰極HARP撮像板
10 テレビ視聴インターフェースUTANの提案 22 移動中継用MIMO受信システム 34 磁気記録デバイスの高速化技術
11 インテグラル立体テレビ 23 3次元ミリ波イメージング技術 35 プラズマディスプレイの省電力技術
12 用例翻訳による手話CG 24 ミリ波モバイルカメラ 36 フレキシブル有機ELディスプレイ

J デジタル放送受信相談コーナー H 非常災害時に役立つ放送技術と東日本大震
災等での活用例
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6.2.2　IEEE マイルストーンの認定
NHKが世界に先駆けて1984年に開始した直接衛星放送と、こ

の実現に向けた長年にわたるNHKの研究開発の功績が、世界最
大の技術者組織IEEEより「IEEEマイルストーン」に認定された。
「IEEEマイルストーン」は、実用化以降25年にわたって国際的に
高い評価を受けてきた電気・電子技術分野の業績をたたえるもの
である。

今回の認定は、NHKの衛星放送技術の研究開発が、山間部や
離島などを含む日本全国の世帯でテレビ放送の受信を可能とし、
現在世界各国の人々が利用している衛星放送サービスの基礎を

築いたことが評価されたものである。当時NHKでは、この衛星放
送の実現に向け、低雑音ダウンコンバーターを備えた小型パラボ
ラアンテナで受信する家庭用受信機や日本全土に効率よく電波
を届ける成形ビームアンテナを搭載した放送衛星本体とその管制
技術の研究開発、衛星放送用の12GHz帯電波の伝搬特性の調
査、衛星放送サービスの研究・開発などを行った。

こうした衛星放送技術の開発は、その後も、ハイビジョンやさま
ざまなデジタル情報を多重して放送するISDBの開発を促進し、今
日のBSデジタル放送や地上デジタル放送につながった。

6.2.3　外部展示
2011年9月に、オランダ・アムステルダムのRAIコンベンション

センターで開催された欧州最大の放送機器展IBC2011において、
スーパーハイビジョン（SHV）の最新機器を出展した。今回は、
SHVの実用化に向けたコンテンツ制作機器の開発を中心に紹介し
た。また、SHV用の直視型85インチ液晶ディスプレイとディスプレ
イ一体型スピーカーを展示し、家庭でのSHV視聴に向けた機器の
開発を進めていることも紹介した。期間中50,462人が来場した。

全国各地のNHK放送局が主催あるいは協力するイベントにお
いて、年間を通じて技研で研究開発した最新の放送技術を紹介
した。新しい展示機材として、音声認識技術を利用してクイズに
応える「声であそぼう！シルエットクイズ」、TVML（TV program 
Making Language）を用いたユーザー参加型のCGコンテンツ制
作技術「4コマテレビ」などを開発し、多くのイベントに出展した。

■ 海外展示　1 件

■ 国内展示　36 件

イベント名 日程 展示項目
IBC2011(オランダ・アムステルダム) 9/9 〜 9/13 スーパーハイビジョン、Hybridcast®

イベント名(主なもの) 日程 展示項目
渋谷DEどーも 5/3 〜 5/5 テレビのしくみ、特撮映像ライブラリーなど
横浜放送ライブラリー 7/23 〜 9/4 しゃべってあそぼ、テレビのしくみ、話速変換体験ソフトなど
CEATEC JAPAN 2011 10/4 〜 10/8 Hybridcast®、teleda
NHK大分放送局開局70周年記念会館公開 10/8 〜 10/9 声であそぼう！シルエットクイズ、SUPER-HARPカメラ、インテグラル立体テレビなど
NHK名古屋放送局会館公開 10/8 〜 10/9 4コマテレビ、特撮映像ライブラリーなど
あおもりICTクラウドフェスタ 10/22 〜 10/23 フレキシブル制作システム
NHK鳥取放送局会館公開 12/10 〜 12/11 声であそぼう！シルエットクイズ、トンネルの中のお化けたちなど
第17回NHKハート展 2/29 〜 3/5 視覚障害者向けデジタル受信端末、話速変換体験ソフトなど
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6.2.4
学会などへの発表

映像情報メディア学会、電子情報通信学会などの国内学会で
研究成果を多数発表したほか、Journal of Materials Chemistry、
Organic Electronics、Journal of Applied Physics、IEEE 
Transactionsなどの海外学会誌に論文が採録された。

国内学会誌	 74件
海外学会誌	 24件
国内学会・研究会など	 285件
海外学会・国際会議など	 137件
一般雑誌などへの寄稿	 81件
部外への講師派遣	 83件

合計	 684件

6.2.5
報道発表

技研の研究成果を中心に、9件の報道発表を行った。

6.2.6
視察、見学、取材への対応

日本の地上デジタル放送方式の海外普及展開を図るため、南
スーダンの政府関係者などの見学対応を、Hybridcastやスーパー
ハイビジョンなど研究開発成果の普及促進のため、国内外の放送
関係者に対する見学対応を行った。また、NABやIBCなどの放送に
関する国際展示会の主催者、世界各国の放送事業者など、海外か
ら多くの放送関係者が技研の最新の研究成果を見学に訪れた。

6.2.7
機関誌

技研の研究活動と研究成果を国内外に周知する機関誌などを
発行した。

NHK技研R&Dは、「ケーブルテレビにおけるデジタル伝送技
術」、「プラズマディスプレイの大画面・超高精細化技術」、「音声
処理」などを特集した。

海外向けのBROADCAST TECHNOLOGYでは、「スーパーハ
イビジョンフル解像度カメラ」、「ハイビジョン映像用電子透かしの
高速処理技術」などの最新の研究内容を紹介した。

技研だより （和文、月刊）	 No.73 〜 No.84
NHK技研R&D （和文、隔月刊）	 No.127 〜 No.132
研究年報 （和文、年刊）	 2010年度版
BROADCAST TECHNOLOGY（英文、季刊）	 No.44 〜 No.47
ANNUAL REPORT （英文、年刊）	 2010年度版

6.2.8
ホームページ

技研の概要、研究内容、学会発表、特許、技研公開などのイベン
ト情報、報道発表資料、機関紙などを一般公開ホームページで紹
介した。今年の技研公開では、土日に開催したイベント「なっとくテ
レビ塾」の参加者をNHKネットクラブと連携してホームページで募
集をするなど、ホームページを積極的に広報活動に活用した。

また、今年度からの新たな取り組みとして、NHK外部のインター
ネットサービスであるツイッターを利用して、技研公開、機関紙の
発行などの最新情報を周知した。

技研だよりNHK技研R&D BROADCAST 
TECHNOLOGY

技研公開ホームページ

年月日 発表内容

2011/5/19 世界初スーパーハイビジョン対応直視型85V型液晶ディスプ
レイの開発に成功 

 5/20 映像を"印象"で検索するシステムを開発
〜 NHKクリエイティブ・ライブラリーの映像を簡単検索 〜 

5/20
インテグラル立体テレビがより鮮明に!
〜スーパーハイビジョンを超えた技術を応用し、画質が大幅
にアップ! 〜

5/24 ファイルベースシステムが快適に、大きく進化!
〜ウェブブラウザを用いて快適な編集環境を提供 〜 

5/24 インテグラル立体テレビでVFXによる演出が可能に! 
〜眼鏡なし立体テレビの制作手法が拡大 〜

7/19 ハイビジョン高画質を維持可能な ｢電子透かし｣ !
〜さまざまな画像処理でも消えない高速埋め込み技術を開発 〜 

11/18 NHKの衛星放送開発がIEEEマイルストーンに認定!
〜世界初となった家庭に向けた直接衛星放送サービス 〜 

2012/2/23 スーパーハイビジョンカメラ用イメージセンサーを開発
〜毎秒120フレームで、動きの速い被写体も鮮明に撮影可能 〜

3/1
将来のネットワークの省電力化へ前進
〜次世代高効率ネットワークデバイス技術プロジェクトで省電
力技術を実現〜

視察、見学
99件（うち海外41件）
2007人（うち海外286人）

取材 37件
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6.3　研究成果の活用

6.3.1　番組協力 
研究開発成果は、多くの番組や番組連動企画で活用されてい

る。従来よりも広いエリアで映像の乱れのない移動中継を可能にし
たマクロダイバーシティ受信システムは、カメラマンの移動の制約を
無くしたミリ波モバイルカメラや目的音を明瞭に集音できるリアキャ
ンセルマイクロホンとともに、マラソンや駅伝、ゴルフなどの中継番
組で臨場感あふれる番組を制作するために用いられた。自然・科学
番組では、暗闇でも撮影できるスーパーHARPカメラ、超高速度カ
メラ、昆虫マイクが活用されている。一方、スーパーハイビジョンの超
高精細映像を応用した美術番組が制作され、好評を得た。また、東
日本大震災では、音声認識を用いた字幕制作システムの試作機を
放送センターに臨時で設置し、ニュース番組の一部で字幕放送を
実施した。2011年に実施した番組協力は、61件であった。

■青森ねぶた祭りでミリ波モバイルカメラが活躍
20台を超える巨大なねぶたや、大勢の跳

は ね と

人と呼ばれる踊り子が
道路上を所狭しと練り歩く東北最大級のお祭りで、ミリ波モバイル
カメラの機動性を生かして、従来のカメラでは近づけなかった人ご
みの中に入り、ねぶたや跳人に近接して撮影した映像を中継した。
東日本大震災の影響で一時は開催も危ぶまれたが、元気に踊る跳
人や勇ましく躍動するねぶたの姿が視聴者に届けられた。

■マラソン中継でマクロダイバーシティ受信システム
が活躍

マラソンなどのスポーツ中継では、移動するバイクや中継車から

無線で送信した映像を複数の受信点で受信している。開発したマク
ロダイバーシティ受信システムでは、従来よりも広範囲の数km〜数
10km離れた各受信点の映像からノイズの少ない映像を組み合わ
せることができ、安定に移動中継できるエリアを拡大することができ
た。また、このシステムはゴルフなどマラソン以外の競技の中継でも
活用された。

■昆虫マイクが番組制作で活躍
昆虫マイクは、昆虫以外の音の収録でも活躍しており、日差しを

遮るために植えられたコケが水分を蒸発させるときに発生する微小
な音の収録にも用いられた。また、新たに開発された虫歯治療用の
器具から人体に伝わってくる振動を音として収録し、器具の性能を
検証する番組にも用いられた。

■ 高専ロボコン2011の地区大会をP2Pでライブ配信
全国高等専門学校ロボットコンテストの地区大会の模様を、会

場に来られない方が視聴できるように、技研のピアツーピア（P2P）
技術を用いてインターネットでライブ配信した。今回の競技はロボッ
トと人間がともに競技に参加するもので、地区大会は高い関心を呼
びライブストリーミングの視聴数も多かったが、安定して配信され、
利用者の好評を得た。

6.3.2　特許
デジタル放送規格に必須の特許を合理的な条件で一括ライセン

スする「デジタル放送パテントプール」への参加を通じてNHK保有
特許の利用促進を図り、完全デジタル化を支えるデジタル放送受
信機の円滑な普及に寄与した。また、NHKの知的財産適正管理の
観点から放送通信連携技術をはじめとする研究開発成果の権利

化を引き続き推進するとともに、横浜市他主催の「テクニカルショウ
ヨコハマ2012」でのNHK特許技術の紹介活動や技術シーズ集の
作成・配布などの技術移転拡大に向けた取り組みを積極的に展開
した。

ミリ波モバイルカメラ マクロダイバーシティ受信シス
テム

昆虫マイク

昆虫マイク P2Pライブ配信
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■ 特許などの出願状況

■ 特許権などの保有状況

6.3.3
受賞、学位取得

 

■ 特許権などの実施許諾状況

■ 技術協力

区分 新規出願数 年度末件数
国内出願 特許 399　　　　 1390　　　　

実用新案 0　　　　 0　　　　
意匠 0　　　　 　　　　0　　　　

海外出願 26　　　　 154　　　　
合計 425　　　　 1544　　　　

区分 新規取得数 年度末保有数
国内 特許 352　　　　 1552　　　　

実用新案 0　　　　 0　　　　
意匠 0　　　　 　　　　8　　　　

海外 14　　　　 235　　　　
合計 366　　　　 1795　　　　

（NHK総数） （NHK総数）

（NHK総数） （NHK総数）

区分 　件数
技術協力・受託試験 28
受託研究 9

区分 新規許諾数 年度末件数
契約件数 34 291
許諾権利数 54 433

（内訳）
特許権 31 231
ノウハウ 23 202

受賞者 授賞者 賞の名称 受賞理由 受賞・表彰日
藤掛英夫 (社)応用物理学会 APEX/JJAP編集貢献賞 応用物理学会英文論文誌APEXおよびＪＪＡPの編集・出版へ

の貢献 2011/4/6
馬場秋継 松村欣司 三矢茂明 
武智秀 金次保明 浜田浩行 
加藤久和

NAB Broadcast 
Engineering Conference 
Committee

NAB Best Paper Award "Advanced Hybrid Broadcast and Broadband
System for Enhanced Broadcasting Services" 4/13

世木寛之 田高礼子 清山信正
大出訓史 今井篤 都木徹 （社）日本音響学会 日本音響学会技術開発賞 株式市況音声合成装置の開発 5/12
濱崎公男 Audio Engineering Society Board of Governors Award AESカンファレンスおよびオーディオ技術への貢献 5/13
西田幸博 (財) 日本ITU協会 日本ITU協会賞 功績賞 HDTVスタジオ規格等の勧告作成への貢献ならびにSG6副議

長、RAG等ITU-R活動全般への貢献 5/17

古田浩之 (財) 日本ITU協会 日本ITU協会賞 国際活動奨励賞　
国際協力賞対象分野

日本の地上デジタル放送方式(ISDB-T)の国際的な普及活動に
対する取り組み 5/17

瀬尾北斗 相原聡 難波正和 
渡部俊久 大竹浩 久保田節 江上典文 (社) 映像情報メディア学会 丹羽高柳賞 論文賞 有機光導電膜とZnO TFT回路の積層構造を用いた有機撮像

デバイスの原理実証実験 5/19
冨山仁博 岩舘祐一 (社) 映像情報メディア学会 丹羽高柳賞 論文賞 多視点ハイビジョン映像生成システムの開発 5/19
地上デジタル放送のハイビジョン移動
受信開発グループ　(代表) 高田政幸 (社) 映像情報メディア学会 技術振興賞 開発賞 繰り返し復号型８ブランチスペースダイバーシティ受信装置の

開発 5/19
ミリ波モバイルカメラ開発グループ
(代表) 池田哲臣 (社) 映像情報メディア学会 技術振興賞 開発賞 ミリ波ワイヤレスカメラシステム 5/19
動的３次元モデル映像制作チーム 
(代表)  久富健介 (社) 映像情報メディア学会 技術振興賞 開発賞 動的3次元モデルのドラマへの応用 5/19
洗井淳
河北真宏 (社) 映像情報メディア学会 藤尾フロンティア賞 スーパーハイビジョン技術を用いたインテグラル立体テレビの

開発 5/19

深川弘彦 （財）船井情報科学振興財団 船井研究奨励賞 有機半導体の電子物性解明およびフレキシブルディスプレイ用
有機デバイスへの応用に関する研究 5/28

(社)電波産業会
デジタル放送システム開発部会
デジタル受信機作業班　
緊急情報伝送タスクグループ
(リーダー ) 高田政幸

総務省 電波の日 総務大臣表彰 地上デジタルテレビジョン放送における緊急地震速報の
伝送の高速化に向けた検討 6/1

ミリ波モバイルカメラ開発チーム 
(代表) 池田哲臣 （社）電波産業会 電波功績賞 電波産業会会長表彰 ミリ波帯ハイビジョンワイヤレスカメラの開発 6/10
マルチバンドISDB-T伝送方式開発
グループ　(代表) 高田政幸 （財）放送文化基金 放送文化基金賞 マルチバンドISDB-T伝送方式と送受信装置の開発と実用化 6/24

深川弘彦 有機EL討論会 有機EL討論会 
第11回例会講演奨励賞 アントラセン誘導体を用いた高効率青色蛍光有機EL素子 7/1

松尾康孝 (社) 映像情報メディア学会 鈴木記念奨励賞 ウェーブレット超解像に基づく超高精細映像符号化の検討 8/25

池谷健佑 (社) 映像情報メディア学会 鈴木記念奨励賞 階層型信頼度伝播法による視差推定実験
多視点ロボットカメラの方向制御手法に関する検討 8/25

中嶋宜樹 (社) 電気学会 電子・情報・システム部門 
研究会奨励賞

低電圧有機TFT駆動による5.8インチフレキシブル有機ELディ
スプレイ 9/8

西田幸博 正岡顕一郎 菅原正幸 
大村耕平 江本正喜 中須英輔 IBC IBC2011 Best Conference Paper 

Award
"SUPER HI-VISION SYSTEM OFFERING ENHANCED 
SENCE OF PRESENCE AND NEW VISUAL EXPERIENCE" 9/11

伊藤崇之 東京都 東京都功労者表彰(技術振興功労) 科学技術の進歩、産業の発展、都民生活の向上への貢献 10/3
小川一人 NPO法人 モバイル・コミュ

ニケーション・ファンド
ドコモ・モバイル・サイエンス賞 
先端技術部門 優秀賞

著作権保護と利用者の利便性を両立させるコンテンツ流通用
セキュリティー技術の開発 10/21

石川清彦 ABU ABU Technical Review 
Commended Article Awards

"Current Status of Internet Protocol Television in Japan-
Introduction to NHK on Demand" 11/3

鈴木慎一 （社）映像情報メディア学会 優秀研究発表賞 直交偏波オムニアンテナを用いた42GHｚ帯ワイヤレス
カメラの伝送特性の解析 12/21

世木寛之 田高礼子 清山信正 
今井篤 都木徹 (財) 逓信協会 前島密賞 第2条第2号

自動音声読み上げのための高品質音声合成技術の開発 2012/3/16

光山和彦 中川孝之 池田哲臣 (財) 電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞 入賞 "Performance Evaluation of Iterative LDPC-coded MIMO 
OFDM System with Time Interleaving" 3/19

冨山仁博 岩舘祐一 (財) 電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞 奨励賞 多視点ハイビジョン映像生成システムの開発 3/19
藤掛英夫 (財) 電子情報通信学会 エレクトロニクスソサエティ活動功労表彰 電子ディスプレイ研究専門委員会幹事としての貢献 3/21

放送文化基金賞、電波功績賞、ドコモ・モバイル・サイエン
ス賞など29件の賞を受けた。2011年度は、新たに3人が学位
を取得した。2011年度末の学位保有者は90人となった。

(名前は技研在籍者のみ掲載)
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